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テレビ、のニュースショウがニューヨークの広場での 人々のテ口事件に対する討論を放

映していました。中年の女性が「報復は報復を生み出すだけだ、テロを根絶するにはその

源になる僧しみを生み出す貧富の差を無くす必要がある e武力では本当の解決にはならな

~~と言っているのに、若い男性が「報復だ、やられたらやりかえせj と意味もなくさけ

び、中年の女性は「よく考えて行動せねば」と理路整然とその男性にせまって説得し、男

性はずるずる後退しながら f報復だj と繰り返していました。

日本の街頭でも、マイクをっきつけられた女性は例外なく「武力行使に反対ですj とL、
い、男性は「酷いことをされたεL上報復すべき。日本も自衛隊をだして.そうしないと
世界の物笑いとなる」とか「はやく自衛隊をださないとアメリカにうとまれるJとか言っ

ている人が何人もいました。外国からどう思われるか、が第一にひらめくような自主性の

ない考え方、力にたいする意味のない信仰をどうして持つのかな? 不思議です。

三JZ.量まもまアこ嘉吉君羊も単~空手奇α〉昔話フョ毛雪之E 才1，{ま

車髭毛重量fま重量し (朝日 歌壇)

葛西ょう子

今週末私はある公民館講座の女性史で「平塚雷鳥Jについて語る機会をもった。来週は

「与謝野晶子Jで来月は「市JII房枝Jである。いずれも日本の女性の人権獲得の歴史の上
で大きな働きをした女性である。 r原始女性は太陽であった。真正の人であった」と高ら
かな女性解放の第一声をあげた雷鳥が戦時中靖国神社でくばった白扇に書いた歌「国と

ともに永久に生きますたらちねの神なる父に守らるる子よJ また f天皇陛下の万歳を

唱えて死ぬときも笑って死ねる日本人は おもえば何という幸せな国民なのでしょう」と

も雷鳥は書いた。かつて日露戦争の時 f君死にたまふことなかれJと反戦詩を発表した与

謝野品子は fやすくにの神の御子にかなひつつ 光あらしめ大和魂Jと歌っている。

婦人参政権獲得一筋の運動家だった市川房枝は 国民精神総動員運動中央連盟の委員に

な.ってしまう。ものを深く考え 粘り強く運動をしてきたすぐれた精神力をもった女性た

ちがある意味ではその誠実な心の故にずるず‘ると戦争に協力していったことを私たち

は忘れてはいけないと思う。国をあげて何かをしようとする時のこわさをここで思いだし

たい。 今報復という勇ましい言葉が世界を駆け回っている時私たちに最も必要なの

は一人一人が自立したa思考と行動力を持つことなのだ。
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長崎県五島列島の福江市において去る 10月l目、 「ミス観光Jが発表された。ばって

ん・うーまんの会はミス反対の意見をわかってもらうために「募集要項Jを取り寄せ、主

催者側の観光協会に次の4点について質問した。

@、応募資格を 18才以よ25才以下の未婚女性、と限定したことについて

@、選考者のメンバーについて

@、給与条件

@、水着審査の有無について

l、については、 1週間位の島外イベントがあるため家庭持ちの方は無理と判断したとい
うことだが、要項の仕事内容をみて条件がクリアできれば既婚者でもいいはずだ。

また、仕事内容をよむと 25才までしかできないというものでもない。もづとハード
な条件の仕事を我々女性はこなしている o 2 5才ーまでの独身しかできないなんて条件

が笑わせます。

2、についてはノーコメント。 rひ・み・つ」です、 「プライパシーにかかわるからJ、
だそうで、こちらがエッと絶句した。誰かがキズつくような募集なら初めからしな

くてもいいので‘はないか。

3、については賞金 10万円と福岡往復航空券、あとはイベント時に宿泊、交通費、日当

だそうで、これはボランテイア並みだと考える。新聞記事によれば当選者3人はみな
仕事もちである。仕事を年に 10回から 15回休ませて、そして 1年間の拘束。女だ

かちできるのだよなという声が聞こえてきそうである。ちなみに、 47"月間「国境な

き医師団Jでボランテイアをした知人女性医師は職場俊j需がだめになった。女性と仕
事についてはいろんな解釈のしかたで処理し、女性の仕事もまた人権であることのと

らえかたが当事者側にとって非常にうすいのは問題である。

4、については水着審査はしていないとのこと。当り前であ勺て、今まで必要のないとこ
ろに水着審査が横行していた。何のため、いや誰のためだったのか考える必要がある

ーと、理路整然、感情を抑えて書いてきたがだんだんいらし〉らしてきたのがわかる。つ

まりキレかかってきた。以下、本音を申し上げる。

イベントなとιこ女性を職場かち摘んできてちょちょっと使ってほしくない。女性は真剣
に働いているのだ。女性は軽し=仕事をしているから、仕事に影響はないだろうと売ている

。その先入観が女性の低賃金や就職難につながっており、女性は大変迷惑している。

1 9 9 8年、 190号の当誌によると九州観光都市がミス事業をする理由として、観光

事業の高揚、物産振興の発展に寄与する、とある。では未婚の若い女性でなければでき

ないのか、未婚の若い女性を必要とする対象は誰たちなのかを問いたい。

ジョン・ダワー著作の「敗北を抱きしめてjによると、原爆が投下きわた長崎にあ「て

3え駐留するアメリカ占領軍人とともに「ミス原爆美人コンテスト」を開催した、とある
。つまり、ミスコンテストは誰か、何かを対象にしたゴキゲン取りに過ぎないのである。

観光立県を志したら、小手先に女を使うマンネリをやめ、企画運営にもっと女性を入れ、

知恵、をかりて取り組むべきである。 1カ月英会話もできずニューシランド守一人旅して‘

行く先々の経験豊かな中高年齢の女性所買に助けられた経験からもそ「断言したい。
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